
５月となり旧規則機がデータから消える事となりました。今後はＰ＆Ｓ型式のみでの
ホール運営となる中で、６．５号機やスマートＰ、スマートＳを視野に入れる中でど
の機械を認定取得するのか？また、どの機械から優先して入替ていくのか？といった
判断が求められる事となります。客観的な視点を持つために、求める解を遊技機の
Life Time Value（以下LTV）とした時、 

 

LTV＝1顧客の年間取引額 × 収益率 × １顧客の継続年数 

この式でＬＴＶを算出するケースがあります。 

 

遊技機データで上記式項目に該当すると思われる、設置台数、期間平均玉単価、玉粗
利、平均ＯＵＴ、データ収集時までの設置日数を４月期の大型データから散布図を作
成し検証したところ… 

となり、上図からは、Ｓは設置台数が多い事、Ｐは設置日数、又は、平均利率の高い
事が店舗貢献の第１条件という結果となりました。 

概ね貢献状況の判断が可能となりましたので、各項目を精査し、 

 

遊技機ＬＴＶ＝ 期間売上×利率×継続設置日数×設置比率×ＯＵＴ占有率 

 

上記式に基づいた資料を作成し、月初毎に提供させて頂きます。 

Excelを添付しますので、中古機選定、撤去対象、認定判断等に関する自店優先項目
に併せ並べ替えしながら御役立て頂ければ幸いです。 

遊技機 Life Time Value について 
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